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切に回答した。Ⅲ型細胞のTEA非感受性電流の電流-電圧曲線の取り扱いについては、電流が小さい
ため正確さを欠くことを説明し、質問者の理解を得た。この点については、口演中にも述べ、学位論
文にも明確に記してあった。電位依存性 Ca 電流を測定しなかった理由については、チャネル電流が
もともと小さい上に測定中にさらに減少すること（run-down）を説明し、理解を得た。Run-downにつ
いてはよく知られており、著者の説明は適切であった。テール電流については、TEA非感受性外向き
電流であることを説明し、理解を得た。この点に関しても、口演中にも、学位論文中にも明確な説明
があり、質問者の聞き落としであったが、適切に対処していた。論文調査会においては、上記と重な
る質問に加え、本研究の価値について質問があった。この本質的で最も答えにくいタイプの質問に対
しても、従来研究との比較、将来への展望を述べ、質問者の理解を得た。 
 
以上に記した論文調査及び最終試験の結果に基づき、論文審査委員会は慎重に審査し、本論文が、
博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
